
一59一

･･編集後記…

φ紅葉の美しい秋となりましたが,いかがお過ごし

でしょうか.つくばでは雨のほとんど降らないさわ

やかな秋が続いております.先日,街路樹の桜の

色づいた葉を集めてハるご婦人の集団を見かけま

した了見'て二一こ■ん羽二著万呵責色なのに虫が食

っていて残念｣などと話していましたが,押し絵に

でもするつもりでしょうか.

φ先日,面白いものを手に入れたのでご紹介しま

す.･地質や地形の情報が理解されにくい原因の一

つは,立体が平面に図示されているからだと思い

ます.平面図が簡単に立体視できれば地質の理解

が急速に高まるでしょう.アメリカでは平面プリズム

を使用したメガネが発明されて販売されています.

値段は一つ120円程度と非常に安価なものです.

このメガネを使うと普通に色刷りされた絵のオレン

ジなどの明るい色は飛び上がり,青色などの暗い

色は沈んで立体的に見えます.地形図を立体視す

るためには,高度によって色分けすればよいわけ

で,小学生でもできるでしょう.同様な図を作れば

榴曲構造や断層の理解が容易になります.しかし,

現時点では日本で発売されていませんので,購入

方法については当方にお問い合わせください.

命さて,今月号は資源関連3編と地震関連1編を中

心に誌面を構成しました.資源関連については中

嶋氏の｢21世紀は資源枯渇の世紀か｣は資源の供

給の問題が歴史的に解説されており､鉱物資源を

外国に依存している我々には｢目から鱗｣の語で,

この一文を読むと鉱物資源の調査･研究は日本か

ら鉢虹垣無`空2なμヰいネ,ξすます重要で卒る

こと万痛感'させちκまず.■古い言葉かもしれませ

んがまさに｢資源は国家一なり｣です.ぜひ,ご一読

下さい.

命茨木氏の兵庫県南部地震の事前予測に関する

話は今回で完結しました.結論的には日または月単

位の予測は困難だったとのことです.現在,多くの

研究者がこの問題に取り組んでいます.この問題

が解決されて地震による人的災害が軽減される日

が早く来ればいいなと思います.

ψ地球科学の凋落に未だ歯止めがかからないよう

で,地質学会では普及情報誌を作りたいとのこと

です.地球科学の復権の方策には色々あると思い

ます.今回は野田氏の意見を掲載しました.要は

純粋学問と社会生活への応用が一体にならなけれ

ばならないということです.

地球科学は多くの成果を挙げてきたことは否定し

あり

ませんが,その成果は蟻の巣のような所に蓄えら

れ,蟻(学者)以外には誰も見ることことができな

かったことに問題があるのはないかと私は思いま

す.色々なご意見をお寄せください､それではま

た.(有田正史)
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